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社協事業報告および決算報告社協事業報告および決算報告

及
催
開
の
会
員
議
評
・
会
事
理
★

施
実
の
査
監
び

　

を
針
方
営
経
の
人
法
は
会
事
理

は
と
事
理
は
会
員
議
評
、
し
定
決

る
べ
述
を
見
意
ら
か
場
立
る
な
異

。
関
機

催
開
の
会
員
委
報
広
★

　

発
の
」
り
よ
だ
協
社
ま
さ
か
「

。
催
開
て
け
向
に
行★

業
事
進
推
動
活
協
社
区
地
・
部
支

　

　　　

　

業
事
営
運
人
法

業
事
祉
福
域
地

★
社
協
会
員
（
一
般
・
特
別
・
法

人
）
の
加
入
推
進

　
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す

る
た
め
会
員
を
募
集
。

　

2

　
小
学
校
区
、
行
政
区
、
公
民
館

を
単
位
と
し
て
支
部
・
地
区
社
協

（
27
カ
所
）
を
設
置
。

「
向
こ
う
三
軒

両
隣
り
」
の
助

け
合
い
体
制
づ

く
り
を
推
進

し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
あ
わ

せ
た
福
祉
の
向

上
を
目
指
す
。

業
事
託
受

令和元年度

★
第
８
回
笠
間
市
社
会
福
祉
大
会

　
永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
に
貢

献
さ
れ
た
６
団
体
と
個
人
26
人
へ

表
彰
状
・
感
謝
状
を
贈
呈
。

　※

コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止

★
低
所
得
者
福
祉
事
業

①
小
口
資
金
貸
付
事
業

　
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
、
緊
急

的
に
必
要
と
す
る
生
活
費
を
貸
付
。

②
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　
安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
資
金
を
貸
付
（
県
社
協
に
て
審

査
）。

　
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
失
業
や
減
収
し
た
世
帯
へ

生
活
費
を
貸
付
（
延
９
３
８
件
）。

③
フ
ー
ド
バ
ン
ク

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
茨

城
及
び
カ
ス
ミ
フ
ー
ド
ス
ク
エ
ア

友
部
店
の
協
力
を
得
て
、
生
活
に

困
っ
て
い
る
方
へ
食
料
品
な
ど
を

配
布
。ま
た「
き

ず
な 

Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

を
市
内
７
カ
所

に
設
置
。

④
ひ
き
こ
も
り
サ
ロ
ン

　
ひ
き
こ
も
り

状
態
に
あ
る
方

や
家
族
等
へ
の

居
場
所
を
提
供
。

★
心
配
ご
と
相
談
所
の
運
営

　
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
や
問
題

解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
、
専
門
性
が
高
い
場
合
に
は
弁

護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
実
施
。

★ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る

相
談
、
支
援
、
登
録
、

情
報
収
集
及

び
提
供
な
ど
。

★
共
同
募
金
配
分
事
業

　
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い

の
あ
る
方
を
は
じ
め
、

支
援
を
必
要
と
す
る

方
々
へ
の
支
援
。

★
善
意
銀
行
の
運
営

　
皆
さ
ま
か
ら
善
意
の
金
品
を
お

預
か
り
し
、
地
域
福
祉
活
動
や
福

祉
団
体
へ
助
成
す
る
な
ど
、
福
祉

の
充
実
に
向
け
て
活
用
。

★
福
祉
バ
ス

　
福
祉
関
係
団
体
な
ど
が
研
修
に

活
用
し
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
運

営
を
推
進
。

※

コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止

★
コ
ロ
ナ
支
援
事
業

①
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　ト
in
か
さ
ま

　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
差
別
や
偏
見
を

な
く
す
た
め
、市
内
の
高
校
２
校
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
シ

ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
を
作
成
し
配
布
。

②
感
染
予
防
対
策
応
援
事
業

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
や
子
ど

も
食
堂
等
の
団
体
へ
非
接
触
型
体

温
計
を
支
給
。

③
社
協
版KA

SA
M
A
BO
X

の

　支
援

　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
生
活
困
窮
世
帯

に
対
し
て
、
食
料
品
を
支
給
。

※

②
③
は
、
県
共
同
募
金
会
地
域

　
福
祉
特
別
助
成
を
活
用
。

★
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
地
域
住
民
、
医

療
、
保
健
、
福
祉
の
関
係
者
で

チ
ー
ム
を
つ
く
り
日
常
生
活
を
支

援
。

★
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
が
い

者
、
精
神
障
が
い
者
な
ど
を
対
象

に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続

き
や
金
銭
管
理
な
ど
を
支
援
。

令和２年度

ボランティア
募集中



一  般  会  計  資  金  収  支  決  算令 和 ２ 年 度 　 収 支 決 算 報 告

会員会費
19,847,500円
寄附金
1,376,354円

経常経費補助金
（補助金・
　共同募金）

94,110,113円

受託金
138,259,828円

貸付事業
859,800円

事業収入
4,257,490円

介護保険事業

, 

142,716,202円

就労支援事業
（業者請負）
1,752,051円

障害福祉サービス等事業
（就労継続支援、自立支援
居宅介護）45,293,410円

受取利息配当
17,444円

その他の収入
3,214,260円 その他の活動による収入

3,037,080円

地域福祉事業
（法人運営・地域

福祉）
116,555,912円

共同募金配分金
事業 18,700,260円

介護保険事業
（介護保険・自立
支援居宅介護）
178,990,013円

就労継続支援事業
23,759,525円

介護予防・日常
生活総合事業
24,156,319円

受託事業
53,104,320円

指定管理事業
47,484,200円

収入
454,741,532円

支出
462,750,549円
支出

円

※単年度の決算報告となっています。詳しくは、ホームページをご覧ください。

　

業
事
援
支
護
介
宅
居
★

業
事
護
介
問
訪
★

業
事
護
介
浴
入
問
訪
★

　

業
事
護
介
宅
居
援
支
立
自
★

　

　 　

」
ま
わ
い
「・
」）
館
Ｂ
・
館
Ａ
（

。
営
経
の

業
事
務
業
理
管
定
指

業
事
合
総
援
支
活
生
常
日・
防
予
護
介

業
事
援
支
続
継
労
就
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★
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

「
い
き
い
き
通
所
事
業
」

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と

介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、
専
門

性
及
び
身
体
介
護
を
伴
わ
な
い
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

★
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

　
身
体
介
護
を
含
ま
な
い
生
活
支

援
を
行
い
、
安
心
し
て
日
常
生
活
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
。

★
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　
医
療
・
介
護
の
専
門
的
な
サ
ー

ビ
ス
の
み
で
は
な
く
、
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
担
う
多
様
な
事
業
主

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
日
常
生
活

上
の
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
及

び
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
推
進
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
に
、
ヘ
ル
パ

ー
に
よ
る
身
体
・
家
事
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
。

介
護
保
険
事
業
・
障
害
者
自
立
支
援
事
業

介
護
保
険
事
業
・
障
害
者
自
立
支
援
事
業

★
障
害
者
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

　
心
身
障
が
い

者
が
通
所
に
よ

り
、
社
会
訓
練

や
作
業
訓
練
を

行
う
福
祉
的
就

労
の
場
を
提

供
。

★
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業
の
経
営

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
訪
問
介
護
、

★
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

　
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方
が

抱
え
る
様
々
な
問
題
に
対
応
し
、

自
立
し
た
生
活
を
営
め
る
よ
う
に

支
援
。

★
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
育
て

世
帯
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
サ
ー
ビ
ス
（
家
事
支
援
・

移
送
サ
ー
ビ
ス
・
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
）
を
提
供

す
る
住
民
の

参
加
と
協
力

に
よ
る
会
員

制
の
有
償

サ
ー
ビ
ス
。

★
在
宅
重
度
身
体
障
害
者
訪
問

　
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
重
度
身
体
障
が
い
者
な
ど
を
対

象
に
、
身
体
の
清
潔
保
持
、
心
身

機
能
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、

自
宅
に
浴
槽
を
搬
入
し
て
入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

★
移
動
支
援
事
業

　
障
が
い
者
な
ど
を
対
象
に
、
社

会
参
加
の
た
め
外
出
時
に
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
、
安
全
に
移
動
で

き
る
よ
う
に
支
援
。

★
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　
日
常
会
話
で
必
要
な
手
話
表
現

技
術
を
習
得
し
、
聴
覚
障
が
い
者

な
ど
が
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
。

※

コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止
。

★
わ
け
が
あ
り
ま
す
く
Ｐ
Ｒ
事
業

　
皮
膚
炎
や
感
覚
過
敏
、
呼
吸
器

の
病
気
等
で
マ
ス
ク
を
着
け
ら
れ

な
い
方
へ
の
理
解
を
深
め
、
差
別

的
な
行
動
を
な
く
す
た
め
の
啓
発

活
動
。



氏　

名

　
　
　

分
区
出
選

井
川
　

一
健

青

子
和

本
根

　
　

玄　

設
施
祉
福

川

子
清
　

て
い
つ
に
業
事
祉
福
会
社

者
る
す
有
を
見
識

て
い
つ
に
理
管
務
財

者
る
す
有
を
見
識

理　

事

監　

事員
議
評

員
委
者
三
第
決
解
情
苦

員
委
任
解
・
任
選
員
議
評

4

仲
田
　
大
作
　
福
祉
施
設

小
室
　
和
子
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

鷹
松
　
丈
人
　
学
識
経
験
者

友
水
　
邦
彦
　
学
識
経
験
者

青
木
　
　
清
　
区
長
会

常
井
　
　
滋
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

髙
橋
　
一
夫
　
支
部
・
地
区
社
協

鈴
木
　
早
苗
　
高
齢
者
ク
ラ
ブ

大
関
　
久
義
　
笠
間
市
議
会

下
条
か
を
る
　
行
政
関
係
者

木澄

　
令
和
３
年
６
月
23
日
の
評
議
員

会
に
お
い
て
、
理
事
10
人
、
監
事

２
人
が
選
任
さ
れ
、
そ
の
後
の
理

事
会
に
お
い
て
会
長
、
副
会
長
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
新
た
な
理
事
の
任
期
は

令
和
３
年
６
月
23
日
〜
令
和
５
年

６
月
開
催
の
定
時
評
議
員
会
終
結

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
令
和
３
年
６
月
23

日
付
を
も
ち
ま
し
て
、
笠
間
市
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
と
し
て
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

　
平
素
か
ら
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
り
、
本
会
事
業
や
サ
ー

ビ
ス
に
様
々
な
縮
小
と
制
限
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
従
来
か
ら
の
少
子
・
高
齢
社
会

の
い
っ
そ
う
の
進
行
や
、
ま
だ
ま

だ
安
心
の
で
き
な
い
感
染
症
拡
大

の
影
響
な
ど
、
地
域
社
会
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
を
し
て

お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
第
３
次
笠
間
市
地
域

福
祉
活
動
計
画
の
２
年
目
で
あ
り
、

本
計
画
を
着
実
に
実
行
し
個
別
の

生
活
を
応
援
・
支
援
す
る
活
動
に

力
点
を
置
き
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
も
役
職
員
一
丸
と
な
り
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
鋭
意
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
企
業
・
事
業
所

の
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
笠
間
市
社
会
福
祉

協
議
会
副
会
長
に
選
出
い
た
だ
き

ま
し
た
友
水
と
申
し
ま
す
。
そ
の

重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
続
い
て
お
り
ま
す
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

は
、世
界
の
経
済
に
打
撃
を
与
え
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
巻
き
込
ん
で
い

ま
す
。
地
域
環
境
が
激
変
す
る
中

で
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
や
孤
立
化
、
引
き
こ
も
り
や

貧
困
問
題
、
さ
ら
に
は
身
寄
り
の

な
い
人
の
財
産
管
理
や
介
護
の
問

題
と
い
っ
た
複
雑
・
困
難
な
課
題

が
顕
在
化
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
、
諸
問
題
を
解
決
す
る
中

心
の
組
織
が
、
社
会
福
祉
協
議
会

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
と
も
に

生
き
る
豊
か
な
地
域
社
会
」
の
実

現
に
向
け
て
、
微
力
な
が
ら
職
責

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
事
業

所
の
皆
さ
ん
の
今
後
と
も
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

誰もが安心して暮らせる地域社会
～みんなでつくる福祉のまち～
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理事・監事・評議員決まる理事・監事・評議員決まる

副会長
友水　邦彦

会　長
鷹松　丈人

大
月
　
裕
美
　
学
識
経
験
者

小
沼
　
弘
行
　
学
識
経
験
者

川
﨑
　
幸
良
　
区
長
会

鈴
木
　
進
一
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

大
垣
　
　
茂
　
支
部
・
地
区
社
協

小
松
崎
　
進
　
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

栗
林
　
敏
子
　
介
護
者
の
会

藤
枝
　
泰
文
　
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

安
見
　
貴
志
　
笠
間
市
議
会

堀
内
　
信
彦
　
行
政
関
係
者

大
関
　
利
久 

藤
田
　
嘉
昭 

鈴
木
　
利
通 

川
井
　
健
一 

石
田
　
俊
夫 

橋
本
由
合
子 

海
老
澤
清
美 

理事会

評議員会
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４
月
に
「
サ
ロ
ン
も
と
ど
」
を

開
設
し
ま
し
た
。
周
囲
を
山
々
に

囲
ま
れ
た
本
戸
、
そ
の
中
で
も
高

台
に
あ
る
本
戸
公
民
館
に
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
公
民
館
で
は
、
数
年

前
か
ら
介
護
予
防
の
た
め
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
を
月
２
回
開

催
し
て
い
ま
し
た
。
昨
年
春
か
ら

初
夏
に
か
け
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
流
行
の
た
め
体
操
が
休
止
に

な
っ
て
い
た
と
き
に
、
体
操
参
加

者
か
ら
「
サ
ロ
ン
が
出
来
る
と
良

い
ね
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
現
在
の
高
齢
者
の
生
活
は
、

世
帯
人
数
も
少
な
く
高
齢
者
の
み

の
世
帯
も
多
い
中
で
、
不
安
を
抱

え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
サ
ロ

ン
開
設
に
よ
っ
て
外
か
ら
の
風

（
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
呼

び
込
み
楽
し
み
の
場
に
な
れ
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。

　
今
年
１
月
か
ら
の
外
出
自
粛
要

請
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
サ
ロ

ン
運
営
委
員
４
人
で
話
し
合
い
開

設
に
漕
ぎ
着
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

み
ん
な
の
サ
ロ
ン
な
の
で
、
参
加

者
み
ん
な
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

　
笠
間
市
内
で

は
後
発
組
の

「
五
平
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」
も

コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
し
た
が
、
一

年
を
経
過
し
こ

の
度
、
二
年
目

の
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
り
、
設
立

時
の
行
政
区
長

さ
ん
を
始
め
、

推
進
メ
ン
バ
ー

に
お
集
ま
り
を

頂
き
、
サ
ロ
ン

運
営
へ
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
伺
う
報
告
会
（
総

会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
事
業
報
告
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
開
催
自
粛
の
判
断
、
多
人
数

参
加
に
よ
る
三
密
回
避
等
の
苦
労

話
が
、
会
計
報
告
で
は
、
初
年
度

限
り
の
助
成
金
等
が
あ
り
、
初
期

投
資
の
備
品
購
入
も
予
算
内
で
済

ん
だ
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
新
年
度
の
運
営
は
、

７
人
の
運
営
委
員
を
中
心
に
参
加

者
か
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に
月
替

わ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
の
作
成
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
に
つ
い
て
は
行
政
区
へ
の

助
成
金
の
要
望
は
今
後
の
検
討
課

題
と
な
り
、社
協
か
ら
の
助
成
金
・

参
加
者
会
費
を
基
に
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　「
五
平
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
は

行
政
区
長
さ
ん
を
始
め
、
地
域
内

各
種
団
体
代
表
者
・
有
識
者
を
中

心
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
を
確
認

し
、
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

お手玉を使って

スクエアステップ

　

　　　　

４月
開設

　

君
江
君
江
君
江
君
江
君
江
君君
江
君
江

　

サ
ロ
ン 

も
と
ど

開設

代
表
代
表
代
表
代
表表表表
代
表

本
田
本
田
本
田
本
田
本
田
本本
田
本
田
君君君君君君君君

サササササササササササササササササササササササササササササササササ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

ももももももももももももももももももももももももももももももももも
ととととととととととととととととととととととととととととと
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど

サ
ロ
ン 

も
と
ど

サロン開設初年度を終わって

は「いコで年ののあ時さ推に頂運

を
伺
う

わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててててててててててててててててサロン開設初年度を終わって
五平ふれあいサロン一周年見

・
ご
要
望
サササササササササササササササササササササササササロロロロロロロロロロロロロンンンンンンンンンンンンンンンンンン開開開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設設初初初初初初初初初年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度をををををををををををを終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわサロン開設初年度を終わササササササササササササササササササササササササササササササササロロロロロロロロロロロロロロロロロロンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン開開開開開開開開開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設初初初初初初初初初初初初初初初初初初初年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度をををををををををををををををををををををを終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終終ササササササロロロンンンンン開開開開開開設設設設設初初初初初年年年年年度度度度度度度をををををを終
五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれああああああああああああああああああああああああああああいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいササササササササササササササササササササササササロロロロロロロロロロロロロロロロロロロンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン一一一周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年五五五五五五五五五五五五五五五五五平平平平平平平平ふふふふふふふれれれれれれれあああああああああいいいいいサササササササササササロロロロロロロロロンンンンンンン 周周周周周周周周周周周周年年年年年年年年年年年年年五平ふれあいサロン一周年

サロンもとど参加者の声

代代表代表表表表代表代代表代表代表表表表　代表代表代表代表代表表表表代表代表代表 菱菱沼菱沼菱沼沼菱沼菱 征征征征征征菱沼 征菱沼菱沼菱沼菱沼菱沼菱菱沼菱沼菱 征征征征征征征一一一一菱沼菱沼菱沼 征征征一

いつも体操して
いるので足が
軽くなりました！

月２回の活動を
楽しみに
しています。

休まず来ています！

お手玉ゲームで
最高の100点を取りました！

嬉しい！

参加時間が自由
なのでとっても
参加しやすいです。
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幸福は　自分のことより　他
ひ と
人のため （シシドのカッチャンさん）

センターだより
し指目をりく て

　
市
内
の
保
健
福
祉
施
設
職
員
の

方
々
を
講
師
と
し
て
車
い
す
・
擬

似
シ
ニ
ア
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
し
ろ
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
手
話
を
、

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
点
字
を
担

当
し
ま
し
た
。

　
車
い
す
、
疑
似
シ
ニ
ア
体
験
を
行

い
、
身
体
の
不
自
由
な
方
の
日
常

を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
第
一
火
曜
日
の
会
」
で
は
、

「
手
提
げ
づ
く
り
」
と
「
『
人
生

100
年
時
代
の
終
活
と
は
』
の
講
演

会
」
を
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も

べ
と
笠
間
支
所
で
行
い
ま
し
た
。

　稲
田
中
学
校
で
は
疑
似
シ
ニ
ア

体
験
・
手
話
な
ど
を
、
み
な
み
学

園
で
は
車
い
す
・
疑
似
シ
ニ
ア
体

験
の
「
福
祉
体
験
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　手
話
奉
仕
員
・
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
各
養
成
講
座
が
始
ま
り
ま
し

た
。　笠

間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
総
会
が
岩
間
支
所
で
行
わ

れ
、
新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　|
あ
な
た
の
身
に
起
こ
る
の
は

　
　
　
　明
日
か
も
し
れ
ま
せ
ん
|

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
友
援
の

会
が
、
青
年
会
議
所
主
催
の
、「
避
難

所
体
験
」
に
協
力
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
笠
間
市
内
の
小
学
生
そ
の

保
護
者
の
方
120
人
が
体
験
し
ま
し
た
。

参
加
記
念
品
と
し
て
防
災
グ
ッ
ズ
・

非
常
食
カ
レ
ー
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　「
福
祉
作
文
」
は
、
市
内
の

小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
に
、

福
祉
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、

思
い
や
り
の
心
を
育
み
、
児

童
生
徒
や
住
民
へ
福
祉
の
理

解
が
深
ま
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
作
文
を
募
集
し
作
文

集
を
毎
年
発
行
し
て
い
ま
す
。

「
終
活
」を
実
施
し
て
、生
き
甲
斐
を
！

澤
田
　
實
（
81
）

　
人
生
百
年
時
代
の
終
活
の
４
つ

の
ポ
イ
ン
ト
、
生
前
整
理
、
遺
言

書
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
、
葬

儀
・
お
墓
等
、
多
岐
に
わ
た
り
盛

り
沢
山
の
講
義
で
し
た
。

　
相
続
ト
ラ
ブ
ル
が
五
千
万
円
以

下
が
八
割
で
、
兄
弟
姉
妹
仲
が
い

い
か
ら
大
丈
夫
と
思
う
の
は
と
ん

で
も
な
い
事
で
、「
争
族
」
に
な
り

が
ち
。
延
命
治
療
の
有
る
無
し
、

葬
儀
の
規
模
や
遺
影
な
ど
で
喪
主

が
バ
タ
バ
タ
す
る
の
を
垣
間
見
る
。

　
何
は
と
も
あ
れ
、
人
間
は
必
ず

死
ぬ
。
自
分
な
り
の
死
生
観
を
確

立
し
て
、
今
日
何
を
す
べ
き
か
、

何
を
目
指
す
か
。
得
意
な
も
の
、

好
き
な
こ
と
、
他
者
に
喜
ば
れ
る

こ
と
の
生
き
甲
斐
を
探
求
し
た
い

で
す
ね
。
自
分
な
り
の
生
き
る
証

し
を
！
　
そ
れ
に
は
終
活
を
実
施

し
て
、
妻
や
子
供
達
の
相
続
人
と

「
分
か
つ
」
事
が
出
来
れ
ば
、
悩

み
や
ス
ト
レ
ス
、不
安
が
半
減
し
、

元
気
潑
剌
。
今
年
は
や
る
ぞ
ー
、

終
活
を
！

　
支
援
よ
ろ
し
く
社
協
さ
ん
。
相

談
し
ま
し
ょ
う
皆
さ
ん
も
。

　　

」
会
の
日
曜
火
一
第
「

　

４/６
 （火）

講師は昨年度ゆび編みマットづくりから「あむあむサークル」
として活動をはじめた4人のボランティア

市内の各市役所、公民館
図書館、銀行等に展示
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地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
　
19
人
参
加

笠
間
支
所
　
10
人
参
加

フ
エ
ル
ト
生
地
で

手
提
げ
づ
く
り

地
域
福
祉
セ
ン
タ

と
も
べ

9
人
参
加

フ
エ
ル
ト
生
地
で

手手手手手手
提提提提提提
げげげげげ
づづづづづづ
くくくくくく
りりりりりり

手
提
げ
づ
く
り

　

７/６
 （火）　

　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ
　
18
人
参
加

講
師
　
水
戸
証
券
㈱
ウ
ェ
ル
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

「
人
生
100
年
時
代
の
　

終
活
と
は
」

（火火）

地
域
福
祉
セ
ン

と
も
べ

8
人
参
加

「「「「「
人人人人人人
生生生生生
000000111111000
年年年年
時時時時
代代代代代
ののののの

終終終終終終
活活活活活
とととととと
ははははは
」」」」」

「
人
生
100
年
時
代
の
　

終
活
と
は
」

　

　
　

福
祉
体
験

　
友
部
・
岩
間
・
笠
間
の
小
・
中
学
校

を
対
象
に
、
福
祉
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
笠
間
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
友
部
・
岩
間
・
笠
間
の
小
・
中
学
校

を
対
象
に
、
福
祉
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
笠
間
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

稲
田
中
学
校

稲稲稲稲稲稲
田田田田田田
中中中中中中
学学学学学学
校校校校校校

稲
田
中
学
校

３
年
生
　
34
人
参
加

　

思
い
や
り
あ
ふ
れ
た

　

福
祉
作
文

地域福祉センターともべ地域福祉センターともべ

令和２年度

笠間支所笠間支所

講義後の質疑応答も熱が入って

６/３
 （木）

　

　
　

み
な
み
学
園

みみみみみみ
なななななな
みみみみみみ
学学学学学学
園園園園園園

み
な
み
学
園

　
６
年
生
　
25
人
参
加

6/29
 （火）

6/26
 （土）

三角布の使い方を学ぶ

笠間市民体育館笠間市民体育館

避難所体験
友援の会協力参加



ボランティア
づちまいよみ住

7

新役員（笠間支所）
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私
た
ち
の
サ
ー
ク
ル
「
す
い
よ
う

会
」
は
、
平
成
29
年
度
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
の
男
の
料
理
講
座
（
平
成

30
年
２
月
、
全
５
回
）
に
参
加
、
修

了
者
か
ら
な
る
６
人
の
会
で
す
。

　
講
座
修
了
後
、
毎
月
一
回
水
曜
日

に
、
岩
間
地
区
の
「
い
き
い
き
通
所

事
業
」
利
用
者
の
お
弁
当
を
、
栄
養

士
の
指
導
の
も
と
に
、
25
〜
30
食
程

度
作
っ
て
お
り
ま
す
。

　
４
年
目
と
な
る
４
月
よ
り
、
正
式
に

笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
と
な
り

ま
し
た
。
だ
い
ぶ
料
理
の
手
順
等
も
覚

え
て
、
少
人
数
の
サ
ー
ク
ル
で
す
が
、

皆
楽
し
く
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
日
常
会
話
に
必
要
な
手
話
表
現

の
技
術
を
習
得
し
て
、
聴
覚
障
が

い
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
り
、
交

流
活
動
を
目
指
し
て
令
和
３
年
度

の
講
座
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ

で
、
５
月
18
日
か
ら
毎
月
第
１
・

第
３
火
曜
日
、
２
年
間
の
講
座
で

す
。

　
講
師
は
茨
城
県
登
録
手
話
通
訳

者
小
峰
利
恵
子
先
生
・
茨
城
県
聴

覚
障
害
者
協
会
会
員
山
中
久
子
先

生
で
す
。

　
読
み
聞
か
せ
の
基
礎
を
楽
し

み
な
が
ら
学
べ
る
講
座
で
す
。

　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ

で
、
６
月
17
日
か
ら
毎
月
第
３
木

曜
日
開
催
で
す
。

　
大
き
な
は
っ
き
り
し
た
声
が
出

せ
る
よ
う
に
、
準
備
体
操
を
し
て

か
ら
始
め
ま
す
。

　
講
師
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

髙
信
佳
子
さ
ん
で
す
。

　
点
字
を
基
礎
か
ら
易
し
く
丁
寧

に
教
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
点
字
だ
け
で
な
く
、
視
覚
障
が

い
の
あ
る
方
へ
の
理
解
や
点
訳
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
も
学
べ
ま
す
。

　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
も
べ

で
、
７
月
14
日
か
ら
毎
月
第
２
・

第
４
水
曜
日
で
す
。

　
講
師
は
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
三み 

ろ六く

　

の
会
代
表
太
田
寛
子
さ
ん
で
す
。

す
い
す
い
す
い
す
い
す
い
すす

よ
う
よ
う
よ
う
よ
う
よ
う
よ
う
よ

会
代
会
代
会
代
会
代
会
代
会
代
会

表表表表表表表表

す
い
よ
う
会
代
表

横
須
横
須
横
須
横
須
横
須
横
須
横
須
横
須
横

賀賀賀賀賀賀賀賀

横
須
賀
光
男
光
男
光
男
光
男
光
男
光
男
光
男
光
男男
光
男

初
日
は
点
字
盤
の

使
い
方
か
ら

　

手話奉仕員養成講座手手手手手手 奉仕仕仕仕仕仕員員員養成成成成講座座手話奉仕員養成講座
R3 5／18～R5 3／7  　全40回

手手手手手手話奉奉奉奉奉仕仕員話手話奉仕員養 講座講座成講座
RRRR3 555RR3R3R3R3R3 55555／／／／／／／／／／／55555 1818181111888／／／／／／／／／／／ ～～～～～～～～RRR5 333RR5R5R5R5R5 33333／／／／／／／／／／／3333 77777777／／／／／／／／／／／／／／／  全全全4全4全 0回全4全4全4全4全4全40回0回0回0回0回R3 5／18～R5 3／7  　全40回

点字ボランティア養成講座点点字字字字ボボボボララランンンンンンテテテテテティィィィィィアアアアア養養養養成成成 座座点字ボランティア養成講座
R3 7／14～R4 1／12  全12回

アアアアアアィィィィアテテテテテティィィィンンンンンテテラララボボボララララ字字字字字ボボ字点字字字ボラランティアア養養成講講成講講座
RRRR3 777RR3R3R3R3R3 77777／／／／／／／／／／／777777 14141414111444／／／／／／／／／／／ ～～～～～～～～RR4R4 111RR4R4R4R4R4 1111／／／／／／／／／／／111111 1212121111222／／／／／／／／／／／／  全全全全1全12回全1全1全1全1全1全12回2回2回2回2回R3 7／14～R4 1／12  全12回

読み聞かせボランティア養成講座みみみみ かかかかかせせせせせせボボボボララランンンンンンテテテテティィィィィィアアアアア養養養成成成 座読み聞かせボランティア養成講座
R3 6／17～R4 3／17  全10回

アアアアアィィィアテテテテティィィィンンンンンテテテラララボボボラララせボかかかかせせせみみみみ聞聞かせせボララランティアア養養成成講講座
RRR3R 666RR3R3R3R3R3 666666／／／／／／／／／／／66666 1717171111777／／／／／／／／／／／ ～～～～～～～RRR4 333R4R4R4R4R4 33333／／／／／／／／／／／3333 1717171111777／／／／／／／／／／／   全全全1全1全 0回0全1全1全1全1全1全10回0回0回0回0回R3 6／17～R4 3／17  全10回

令
和
３
年
度

　
新
た
な
役
員
で

度度度度度度度度度度度度度度度度度度

３３３３３３
年年年年年年
度度度度度度

３
年年年年年
３

度度

３３３
年年年年年年
３３３３

度度
年年年年年年年年年年年
度度

令令令令令令
和和和和和
３３３３３３
和和和和
令

３３３
和和和和和
令令令

３３３
和和和和和和和和和和和
令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令

役役役役
員員員員
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで

役役役役役役
員員員員員員
役役役役役役
員員員員員
役役役
員員員
役役役役
員員員員
役役
員員員員
役役
員
役役
員員
役
員
役役
員員
役
員

たたたた
なななななな
役役役

たた
ななななななな
たた

役

たたた
なななななな
役役役役役

た
ななな
たた

役

た
なななななな
た

役

た
ななななななななな
た

役

新新新新新新
たたたたた
新新新新新新新新新新
たたた
新新新新新
たたたたたた
新新新新新
た
新新新新新
たたたたた
新新新新新
たたたたた

令
和
３
年
度

　
新
た
な
役
員
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
か
ら

　
サ
ー
ク
ル
活
動
に

ボボボボボ
ラララララ
ンンンンンン
テテテテテテ
ィィィィィ
アアアアアア
講講講講講
座
かかかか
ららららら

ボボボボボボ
ララララララ
ンンンンンン
テテテテテテ
ィィィィィィ
アアアアアア
講講講講講
座座座座座
かかかかか
ららららら

ササササササ

クククク
ルルルルルル
活活活活活活
動動動動動
ににににに

ササササササ
ーーーーー
クククククク
ルルルルルル
活活活活活
動動動動
ににににに

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
か
ら

　
サ
ー
ク
ル
活
動
に

　
５
月
26
日
（
水
）
笠
間
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
総
会
が
岩

間
支
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
の
役
員
は
、
各
支
部
の

会
長
・
副
会
長
・
会
計
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
互
選
に
よ
り
、

役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
本
年
度
は

笠
間
支
部
が
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
役
員

　

任
期 
令
和
３
年
６
月
〜
２
年
間

　
会
　
長
　
小
室
　
和
子（
笠
間
）

　
副
会
長
　
川
澄
　
清
子（
友
部
）

　
　
〃
　
　
強
口
　
玄
子（
岩
間
）

　
会
　
計
　
飯
田
　
一
江（
笠
間
）

　●
岩
間
支
部
総
会
　
４
月
16
日

　
会
　
長
　
強
口
　
玄
子（
つ
む
ぎ
の
会

）

　
副
会
長
　
堀
川
　
泰
三（
イ
ベ
ン
ト

協 

力 
隊

）

　
　
〃
　
　
渡
辺
　
美
子（
あ
た
ご
手
話

）

　
会
　
計
　
木
村
　
　
実（
四
ッ
葉
の

ク
ロ
ー
バ
ー

）

●
友
部
支
部
総
会
　
４
月
19
日

　
会
　
長
　
川
澄
　
清
子（
旭
フ
レッ
シュ

健
康
体
操
の
会

）

　
副
会
長
　
安
達
　
武
雄（
き
ん
も
く
の
会

）

　
　
〃
　
　
山
本
　
信
子（
や
す
ら
ぎ

喫
　
　
茶

）

　
会
　
計
　
小
菅
　
栄
子（
ナ
マ
ス
テ
の
会

）

●
笠
間
支
部
総
会
　
５
月
17
日

　
会
　
長
　
小
室
　
和
子（
ハ
　
ー
　
ト

レ
イ
ン
ボ
ー

）

　
副
会
長
　
大
嶋
　
悦
子（
ひ
め
は
る

）

　
　
〃
　
　
川
松
美
佐
子（
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

）

　
会
　
計
　
飯
田
　
一
江（
秋
桜
）

今日は天ぷらを作りました

16人でスタートしました



地域づくり川柳 ～地域づくり研修会より～

いらっしゃい　来るもの拒まず　みんなの輪 （たけおさん）

ちょっとちょっと

いい話いい話
ちょっと

いい話
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笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
支
部
・
地
区
社
協
の
円
滑
な

運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
各

地
区
そ
れ
ぞ
れ
で
運
営
委
員
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
第
一
回
運
営
委
員

会
を
５
月
27
日
友
部
地
区
、
６
月

25
日
岩
間
地
区
、
６
月
30
日
笠
間

地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
活
動
報
告
や
令
和
３
年

度
の
事
業
計
画
な
ど
を
確
認
し
、

終
了
後
に
は
、
茨
城
県
衛
生
研
究

所
の
永
田
紀
子
主
任
研
究
員
を
お

招
き
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し

た
。

　
講
話
は
、
基
本
的
な
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
か
ら
始
ま

り
、
ワ
ク
チ
ン
の
こ
と
な
ど
を
わ

か
り
や
す
く
丁
寧
に
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
一
番
の
予
防
と
し

て
は
①
手
洗
い
②
マ
ス
ク
の
着
用

　
笠
間
市
の
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

状
況
に
お
い
て
64

歳
以
下
向
け
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ス
マ
ホ
を
使
い
こ

な
し
て
い
る
世
代

は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
情
報
を
得
て
い

る
方
も
多
く
い
る
よ
う
で
す
。

　
で
す
が
、
そ
れ
は
医
学
的
に

エ
ビ
デ
ン
ス
（
根
拠
）
の
あ

る
正
し
い
情
報
で
し
ょ
う
か
？

副
反
応
の
例
ば
か
り
気
に
し
て

い
ま
せ
ん
か
。
プ
ラ
セ
ボ※

と

逆
の
ノ
セ
ボ
効
果
も
あ
り
得
ま

す
。
ま
た
、
真
偽
を
確
か
め
ず

デ
マ
や
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
を
鵜
呑
み
に
し
て
は
い
ま

せ
ん
か
？

　
最
終
的
に
は
各
々
の
責
任
に

基
づ
く
判
断
で
す
が
、
ワ
ク
チ

ン
は
集
団
免
疫
や
医
療
体
制

な
ど
社
会
に
も
影
響
し
ま

す
。
ま
た
、
変
異
株
は
若
年
層

の
重
篤
化
す
る
リ
ス
ク
が
高

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ネ
ッ
ト
は
便
利
で
も
も
ろ
刃

の
剣
と
な
り
得
ま
す
。
不
安
や

迷
い
が
あ
る
の
な
ら
、
左
記
に

問
い
合
わ
せ
て
冷
静
に
判
断
し

ま
し
ょ
う
。
　
　
　 

　（
入
江
）

厚
労
省
新
型
コ
ロ
ナ
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③
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が

大
切
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

当
日
の
講
話
の
内
容
を
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
映
町
会
の
皆
さ

ん
が
録
画
を
し
て
く
れ
た
の
で
、

今
後
サ
ロ
ン
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
な
ど
に
も
お
伝
え
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
支
部
・
地
区

活
動
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。
委
員

会
の
中
で
は
、今
年
こ
そ
、バ
ザ
ー

や
支
部
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
力
強
い
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
心
配
な
こ
と
も
多

い
で
す
が
、
感
染
予
防
を
し
っ
か

り
行
い
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

〈敬称略〉

支部・地区社協運営委員が決まりました

支
部
・
地
区
社
協
運
営
委
員
会

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
支
部

地
区
社
協
の
円
滑
な

支支支支支支支支支支支支支支支
部部部部部部部部部部部部部
・・・・・・
地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区
社社社社社社社社社社社社社社社
協協協協協協協協協協協
運運運運運運運運運運
営営営営営営営営
委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会

支
部
・
地
区
社
協
運
営
委
員
会

※「プラセボ（偽薬）」効果とは、効き目のある薬を服用していると思い込むことで、病気がよくなることがあること。

【笠間地区】
支部・地区名 役　　職 氏　　名

上 加 賀 田 支 部 
「 ま な だ け 会 」 会 　 　 長 富　田　哲　夫

大 橋 支 部 運営委員長 森　　　 和　 以
来 栖 支 部
「 四 つ 輪 の 会 」 会 　 　 長 足　立　雅　幸

寺 崎 支 部
「 し ん こ う 会 」 会 　 　 長 川　俣　昌　広

箱 田 支 部
（ ふ れ あ い 会 ） 会 　 　 長 大　月　弘　之

下市毛 (15 区 ) 地区 運営委員長 大　波　誠　一
13区社会福祉協議会
「 さ か え 会 」 運営委員長 古　 木　　　 滋

高 田 支 部 運営委員長 塚　本　正　三
稲 田 支 部
「 み か げ 会 」 支 部 長 髙　橋　一　夫

池 野 辺 支 部 支 部 長 井　 口　　　 清
福 原 支 部 支 部 長 深　谷　敏　知
安心ネットワーク柏

(20 区 ) 運営委員長 久保田　　　明

【友部地区】
支部名 役　　職 氏　　名

宍 　 　 戸 支 部 長 雨　谷　高　市
東 支 部 長 鈴　木　義　雄

中 　 　 央 支 部 長 荒　張　晴　夫
大 　 　 旭 支 部 長 大　 垣　　　 茂
北 川 根 支 部 長 鈴　 木　　　 裕
大 　 　 原 支 部 長 高　柿　義　孝

【岩間地区】
地区名 役　　職 氏　　名

上 押 辺 運営委員長 山　辺　充　央
吉 岡 ２ 運営委員長 神　　　　　 衛
下 安 居 運営委員長 軽　部　はるみ
土 　 師 運営委員長 打　越　久　勝
南 　 部 運営委員長 小　松　昭　一
安 居 東 部 運営委員長 齊　藤　俊　秀
新 渡 戸 運営委員長 鈴　木　一　彦
参 り 坂 運営委員長 藤　田　繁　好
岩 間 西 部 運営委員長 生　駒　敏　文



茨城県立中央病院エール募金ご協力のお礼
　昨年12月28日から１月29日まで行った、新型コロ
ナ感染症の治療を最前線で行う県立中央病院を応援す
る「エール募金」に多くの方々から賛同をいただきま
した。
　皆さまからお預かりした総額3,550,285円は、２月
４日（木）県立中央病院にお届けしました。皆さまか
らのご厚意に心から感謝申し上げます。ありがとうご
ざいました。

　県立中央病院から笠間市と社協に
感謝状をいただきました。

（３月16日）

地域づくり川柳 ～地域づくり研修会より～

友達は　みんな仲良く　ニコニコと （足踏む名人さん）

　令和３年２月15日に株式会社水戸ヤクルトより車椅子４
台が寄贈されました。車椅子は、笠間市役所で市民のために
有効活用させていただきます。ありがとうございました。

福祉ヤクルトより寄贈

～善意銀行の使われ方（ご報告）～告告告告告告）））））））～）））ごごご報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告ごごごごご報報報報ごごごごご（（（ごご（（（（（（（（（（ごご（（（（（ごれれれれれれれ方方方方方方方（（（（（（（れれれれれ （（（（意意意意意意善善善善善意意意意善意意意意意意意意意意意意意意意意銀銀銀意意意意意意意～～善善善善意意意意銀意意意意意意善善善善善善意善善善意意意意善善善意意意意意意意意意善善善善善善善善善善意～～～～善善善善～～～～～～善善善善善～～～～～善善善善～～～～善善 ～～～～～～使使使 れれれれれれれ使使使使使使わわわわわわわれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ使使使使使わ使使使使使わのののの意意意意銀銀銀銀銀銀行行行行行行のののののののののの意銀意銀銀 ののののののの使使使使使使使のののののののののののののののののののののののののののののののののの使使使のの使使 （（ごごごご（（ご（（ご（（善善善善～～～～～善善善善善善善善善善意意意意意意意 使使使使使使使使使使使使ののの～～ 意善善善善意意 ごごご報報報報報（（（（（（（ごごれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ方方方方方方方方方方方方方方方方 ））））））））））のののの 報ごご（（（方れれれれわわ善善善善善善 告）～善意銀行の使われ方（ご報告）～

（善意銀行預託）
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キャップ
回収

再資源化
業者へ売却
※収益を
　寄付

世界の子供に
ワクチンを
日本委員会へ付

＜令和２年度の実績＞

令和 2年度
預託金：1,376,354円（合計30件）

火災による見舞金支給
（1件10,000円）

1,403,514円

新入学児童祝金へ上乗せ支給
（1人6,000円）

50,000円

遺児養育手当へ上乗せ支給
（1人6,000円）

138,000円

車輛リース料　５台分

174,000円

払出合計 1,765,514円

善意の寄附を「ありがとう!!」

　皆さまから善意の金品をお預かりし、地域福祉活動や福祉団体へ助成するなど、
福祉の充実に向けて大切に活用させていただきました。

　ペットボトルのキャップで世界の子ども
たちにワクチンを贈ろう！

※払出の不足分（389,160円）は、
　前年度繰越金より充当しました。

エコキャップ運動 金銭預託

〇キャップ重量　： 2,502㎏　

〇キャップ個数　： 1,178,200個　

〇ポリオワクチン： 　1,251人分
※キャップ860個で
　1人の子どもの命が救えます。

（地域福祉事業、配食サービス、
　ふれあいサポート、地域ケア
　で使用）

田口正夫  619 
ナマステの会  20,000 
バザー夢工房  100,000 
(有)飯田自動車  14,076 
県庁ＯＢ笠間会  26,752 
美空子供会  1,787 
匿名（6件）  218,649 

明治安田生命笠間営業所
県立笠間高等学校ＪＲＣ部
県立友部高等学校
友部第二中学校
岩間第一小学校
県立友部東特別支援学校
岩間第一小児童クラブ
みなみ学園児童クラブ
友部小児童クラブ
大沢保育園
ひまわり保育園
みか保育園
大成学園いなだこども園
こじか幼稚園
さくら幼稚園
ともべ幼稚園
笠間市役所
大沢中３区
ガールスカウト茨城県第３０団
更生保護女性会友部支部
手をつなぐ育成会
土師地区社会福祉協議会
原宿会

赤沢三男
佐藤あゆみ
中村浩一
成田安史
橋本文知
ありんこ
HappyCoumunityまあやの庭
(有)飯田自動車
(有)伊藤石材工業
岡本興業(株)
(株)ＤＣＬ
(株)ダイナム
関鉄水戸タクシー(株)
常陽銀行友部支店
千波鐵工(株)
第一生命保険(株)
泰栄電器(株)
(有)鉾田製材所
真知美容室

富士子供会
愛の里
医師会訪問看護ステーション
　ふきのとう
ケアホーム夢くらぶ
県立中央病院(施設課・消毒室・
　リネン室)
(福)木犀会ひまわり館
笠間郵便局
匿名（3件）
※その他記念切手、記念硬貨
　などの寄付もいただきました。

令和３年３月１日～令和３年６月30日まで（順不同・敬称略）

エコキャップ・使用済み切手・
食品・日用品など

物　　　　　品

金　　　　　銭



（受付は15：30までにお願いします）

心配ごと相談所開設日程表
日常の困りごとなど何でもご相談ください（無料・秘密保持）
時間：13：00～16：00

※その他、法律相談もあります。

場所

月

社協笠間支所
[第2・4火曜日]

地域福祉センターともべ
[第2・4水曜日]

地域福祉センターいわま
[第1・3木曜日]

９月 14日・28日 ８日・22日 ２日・16日
10月 12日・26日 13日・27日 ７日・21日
11月 ９日 10日・24日 ４日・18日
12月 14日 ８日・22日 ２日・16日

します）

保持）

いわま
曜日]

コロナに負けるな！

ひとり親世帯等へ
社協版KASAMABOXを支給します

対象者
市内在住で次のいずれかに該当する世帯。
① 18歳までの子を養育するひとり親世帯。
② 18歳までの子を養育する祖父母世帯。
③ 18歳までの子を養育するふたり親世帯で、
 両親のどちらかに障がい者がいる世帯。

内　容：1世帯　新米5㎏、日用品など
期　間：10月1日～12月28日
申込先：社会福祉協議会
その他：　　　　児童扶養手当受給世帯には、笠間市からの

「児童扶養手当現況届」にチラシを同封さ
せていただきます。

茨城県共同募金会地域福祉特別助成金を活用します。

　笠間市社会福祉協議会では、いきいき通所事業の利用者を募集しています。
　この事業は、ひとり暮らしや外出する機会が少ない高齢者を対象にレクリエーションや趣味活動などの
サービスを提供し、要介護状態への進行を予防することを目的としています。
　専門性及び身体介護を伴わない通所型のサービスです。

《利用できる方》・要支援１・２認定者
　　　　　　　　・６５歳以上の基本チェックリストにより要支援者に該当する状態の方

いきいき通所事業利用者“募集”

インフォメーション

10

「たくさん笑ったり」「体を動かしたり」「お話ししたり」「歌ったり」「作ったり」
皆さんと楽しい時間を過ごしてみませんか。

編
集
後
記

　広
報
委
員
と
事
務
局

が
当
た
り
前
の
よ
う
に

集
ま
る
こ
と
が
出
来
て

編
集
作
業
に
入
り
、「
社

協
だ
よ
り
」
が
無
事
発

行
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

改
め
て
感
謝
感
謝
。
広

報
委
員
と
し
て
、
初
心

を
忘
れ
ず
、
情
報
を
正

し
く
、
わ
か
り
や
す
く

皆
様
の
も
と
へ
届
く
よ

う
心
が
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
石
郷
岡
）

〇利用料金

負担割合 送迎あり 送迎なし

1割負担 256 円 205 円

２割負担 511 円 410 円

３割負担 767 円 615 円

※昼食費（400円～430円）は実費負担となります。

利用を希望する方は下記へお問い合わせください。
本　所（TEL.0296-77-0730）　岩間支所（TEL.0299-45-7889）　笠間支所（TEL.0296-73-0084）
　

〇サービス提供場所・時間等

地　区 サービス提供場所

友　部 地域福祉センターともべA館

岩　間 地域福祉センターいわま

笠　間 大橋・箱田・稲田・みなみ公民館

※火曜日～金曜日　午前 10時～午後３時


